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＜企画概要＞ 

I. テーマ設定 

 八王子市には 2016 年度現在 11,113 人の外国人が

住んでおり、年々その数は増えている。これに伴

い、外国人児童が増加し、昨年度は 490 人の外国人

児童（5歳~14歳）の在住が確認されている。 

 八王子市は「ビジョンはちおうじの教育」の中

で、外国人児童のニーズに合った教育を、「現代

的・社会的な課題」として捉えており、市として積

極的な対応に努めている。八王子市の教育ビジョン

には、目指すべき教育の姿として、「地域の力を活

かした学校づくり」「地域の力を高める学校づく

り」「家庭の教育力を支援するしくみづくり」を掲

げている。このことから、学校・地域・家庭が互い

に支え合った教育環境を目指していることがわか

る。私たちは、外国人児童を取り巻く教育課題に関

心を持ち、八王子市内の複数の日本語支援団体でボ

ランティアを行った。その中で、外国人児童の教育

環境においても、学校・支援団体・家庭が三者一体

となって子どもを見守る体制が重要だと考えた。し

たがって、「地域で見守る外国人児童の教育環境づ

くり」を目指し、私たちは活動を開始した。 

 

II. 現状分析 

A. 行政の日本語支援関連の取り組み 

 八王子市は、日本語習得が十分でない外国人児童

生徒・帰国児童生徒のために、日本語学級・日本語

指導に関して 3つの取り組みを行っている。 

 ①日本語学級の開設 

同市では第六小学校と打越中学校の 2 校に、東京都

認可を受けた時間通級制の学級を開設している。学

級内では、日本語習得に向け週に 2～4 時間、児童

に合わせた個別指導を行っている。 

②外国籍等児童・生徒就学時支援者の派遣 

同市内の小中学校に在籍し、来日して間もない児童

生徒を対象に、初期指導として一定の期間、外国語

で会話可能な支援者を在籍校に派遣している。 

 ③日本語巡回指導 

同市内の小中学校に在籍し、日本語の習得が十分で

ない生徒児童に対し、巡回指導員が訪問し、基礎的

な日本語指導を行っている。 

さらに、市の外郭団体である八王子国際協会

は、外国人児童生徒及び帰国児童生徒に対して、①

不就学ゼロ、②教育環境の充実、③居場所づくりを

目指して放課後学習支援を行っている。 

B. ヒアリング調査から見えてきた課題： 

   子どもたちの状況把握不足 

 そこで、外国人児童への教育支援の実態把握のた

めのヒアリング調査を実施した。調査の中で、学校

の教員側からは「通常の授業では彼らへの特別な対

応は出来ない」「通級の時間だけで日本語学習が十

分とは思えない」など、現行の行政支援だけでな

く、支援団体の存在が重要であることがわかった。

一方、支援団体からは「学校や通級で行っている学

習と支援団体で行う学習にギャップが存在する」

「学校・家庭での子どもの様子が分からない」など

の声があり、また、家庭からは「言語の壁や仕事の

忙しさのために、学校での子どもの状況についてよ

く知らない」などの声があった。つまり、子どもた

ちの状況の把握にそれぞれが困難を感じていると言

える。 

C. 状況把握の重要性 

 子どもたちの状況把握の重要性は、次の 2 点から

言える。1 点目に、効果的な学習支援のためであ

る。多くの支援団体では、子どもたちが教材を持ち

込み、それに対応して教える形をとっている。カリ

キュラムを組み、体系的に教えることが出来ず、持

参した教材に依存している。故に、支援者は子ども

たちの得意･苦手科目を把握できず、場当たり的な

指導に留まってしまう。支援者にとって、学校での

学習状況について知ることは、支援団体での指導内

容を考える上で重要な役割を果たす。2 点目に、セ

ーフティネットとして機能するためである。時に子

どもたちは生活状況に問題を抱えていることも少な

くない。学校・家庭・地域で彼らを見守り、個別具

体的に対応する必要がある。加えて、外国人児童

は、問題を抱えていても、発信･表現することが難

しいために周囲も気付くことが困難である。故に、

彼らを包括的に見守る体制の構築が必要である。 



 このことから、学校・家庭・支援団体の三者が協

働して、子どもたちの状況を把握する必要があるこ

とが考えられる。 

 

III. 私たちのプラン 

 私たちは、子どもたちの状況を効果的に把握する

ための学習連絡帳（以下連絡帳）を作成する。その

連絡帳を学校・支援団体・家庭の三者間で共有する

ことを提案する。 

 このプランを達成するための手順は以下の通りで

ある。 

 ①私たちが作成する連絡帳を子どもたちに配布②

子どもたちが日本語学習をする支援団体や、学校に

連絡帳を持参③支援団体、学校は定期的(週 1回を

想定)に連絡帳に子どもたちの学習の様子や進捗具

合をやさしい日本語*で記入④家庭でも連絡帳を閲

覧・記入する⑤各アクターが子どもの状況を把握し

ている状態を形成する 

つまり、連絡帳を学校・支援団体・家庭で共有

することによって、外国人児童の状況把握を可能に

する。これにより、日本語支援団体の「学校で何を

勉強しているかわからず、子どもに必要な支援を見

極めることが難しい」、家庭の「子どもの学習状況

や学校・支援団体の大事な情報がわからない」とい

う問題を解決することができる。また、やさしい日

本語を統一して使用することで、学校・支援団体が

困っていた保護者とのコミュニケーションの改善が

見込まれる。 

 

連絡帳内容(実物例) 

 
概略図 

 

IV. 進捗状況 

 連絡帳の導入・活動協力において、八王子市内の

支援団体「八王子国際協会」「にほんごの会」「世

界の子どもと手をつなぐ学生の会（CCS）」に企画

を持ちかけ、すべての団体から導入に向けた前向き

な意見を頂いた。特に CCSでは、今後役員会議に

て、導入を検討することが決定している。その上で

私たちが作成した連絡帳の原案をもとに、支援団体

のスタッフ・外国人児童それぞれの視点からの意見

や改善点をもらいながら、修正を行っている最中で

ある。また、八王子市内の二校の小学校（八王子市

立第一小学校、八王子市立由井第一小学校）にて導

入に向けての相談を持ち掛けた。さら、八王子市教

育委員会に本提案に関する助言をいただいた。 

 

V. 今後の課題 

 各アクターへのヒアリング調査の結果、支援団

体、子どもたちからの賛同は得られるものの、2 点

の課題があると考えた。1 点目は、学校への導入で

ある。学校教員の多忙さを考えると、できるだけ書

きやすく、記入の負担が少ないものを提供する必要

がある。2 点目は、施策の継続性である。以前 CCS

が、団体内での共有を目的としたノートを作成した

際、子どもがノートを持参しないことで継続できな

かった、という話を伺った。この事例から子どもた

ちが毎回連絡帳を持参する工夫が必要だと考える。 

 

VI. 行政への提案 

 このプランの実現に当たって、行政への提案は 3

点ある。1 点目に、私たち学生が連絡帳の内容・デ

ザインを支援団体や教育委員会と打ち合わせする機

会を頂くことである。内容については、学生・支援

団体・教員で子どもの状況を記入する使いやすい内

容を考えたい。また、子どもたちが毎日使いたくな

るようなデザインを考えていきたい。2 点目に、作

成した連絡帳を製本し、外国人児童の在籍する小・

中学校に配布することである。連絡帳の導入を学校

から行うことで、外国人児童全員にアプローチがで

きる。3 点目に、外国人児童の保護者へ学校にて日

本語支援情報を広報することである。やさしい日本

語の理解が難しい保護者もいるため、八王子国際協

会等が開催している日本語教室等の情報を学校で提

供していただきたい。子どものことをきっかけに、

保護者が日本語を学ぶモチベーションの一つになれ

ばと考える。子どもたちがこの連絡帳を使用するこ

とで、学校･家庭・地域で子どもを見守るネットワ

ークが形成されていくだろう。 

 

注釈） 

 ＊やさしい日本語：簡易な表現を用いる、文の構

造を簡単にする、漢字にふりがなを振るなどして、

日本語に不慣れな外国人にもわかりやすくした日本

語である。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%A2%E5%AD%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%AF%E3%82%8A%E4%BB%AE%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA

